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「ゆっくり電動車」とは

最高速度：20km/h

走行距離：約20km

動力源：リチウムイオン電池

モーター：前後輪インホイール

法定基準：原付バイク

■コンセプト：「ゆっくり・ゆったり」

ちょっと買い物、ちょっと出かけたい

環境負荷の
小さな新しい
移動手段



「エコ通勤社会実験」の狙い

会社が業務用車として購入
し、通勤用に社員へ貸与す
る

通勤・業務兼用車として

成り立つか？
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MM醸成が可能か？

業務手段として使えるか？

通勤手段として使えるか？

狙い

京都信用金庫による

業務利用

エコ通勤意識が高まるか？
（アンケート）

モニターによる通勤利用

実験手段

ＧＳユアサ・モデル
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*1：11月より参加、*2：12月から参加

実験期間：８/1～12/25



実験対象事業所の所在地（１）

長田野
（福知山市）

群馬
（伊勢崎市）

カメウチ電装
(兵庫県）



実験対象事業所の所在地（２）

GSﾕｱｻ
京都本社

三進特殊電器

京都信用金庫
本店

京都信用金庫
東山支店

京都信用金庫
桂支店

京都信用金庫
円町支店

京都信用金庫
松井山手支店



－－カメウチ、三進

運用制度実施事業所具体例運営モデル

固定方式GSユアサ長田野職場（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）単位小集団単位

固定方式GSユアサ京都本社東、西地区地区単位

シェアリング
方式

固定方式GSユアサ群馬事業所全体全社単位

１１～１２月８～１０月

①運用方法
エコ通勤・実験内容（１）

１．運営モデル

（全社単位） ：群馬：単一事業部で、工場長を中心に運用。

（地区単位） ：京都：東地区、西地区のブロックに分割の上、運用。

（小集団単位）：少人数（５～10人程度）の職場（グループ）単位で運用。

２．運用制度

固定方式 ：車両１台に１人のモニターを登録。モニターを固定して実施。

シェアリング方式：車両１台に複数のモニターを登録。複数のモニターで１台をシェアリングして実施。

固定式京都信用金庫職場（ｸﾞﾙｰﾌﾟ）単位小集団単位

※京都信用金庫は、日中の業務利用でのみ参加
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③運用制度

固定：固定方式による運用
シェア：シェアリング方式による運用

エコ通勤・実験内容（２）
②台数

固定固定固定固定固定京都信用金庫

三進

カメウチ電装

群馬

長田野

京都本社
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ｼｪｱｼｪｱ－－－

ｼｪｱｼｪｱ固定固定固定

ｼｪｱｼｪｱ固定固定固定

ｼｪｱｼｪｱ固定固定固定GS
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12月11月10月9月8月実施月

(台)

◎ＧＳユアサパワーサプライの３事業所における１１月、１２月
（シェアリング方式の期間）の登録人数（モニター登録数）

京都本社：11月⇒４台に対し、18人でシェア
12月⇒４台に対し、18人でシェア

長田野 ：11月⇒４台に対し、９人でシェア
12月⇒４台に対し、６人でシェア

群馬 ：11月⇒３台に対し、８人でシェア
12月⇒３台に対し、19人でシェア



実験結果

エコ通勤・事業所別走行距離
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実験結果～CO2削減量

実験実施によるCO2削減効果（8/1～12/25（通勤日：計98日））
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※往復で計上

通勤距離5km未満のマイカー通勤者が

ゆっくり電動車に転換した場合の年間CO2排出量の変化
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＊9万台(927人×98日）のうち、2107台（2.3%)が車両削減された。

CO2削減量：３ｔ（１％）

GSユアサ３事業所のマイカー

通勤者927人中、5km未満（３
５％）の人がエコ通勤をしたら、

55t/年ものCO2が削減できる。



主なMM活動

◆社内試乗会を各所で実施。

モニター募集、環境意識の

訴求に役立った。
◆配布したビラ



エコ通勤の継続意向

・新たな交通手当ての制度構築（全社運動）

・環境報告書2010へ記載
今後検討

予定

・構内移動（工務）

・ゆっくり電動車、

I-MIEVによる輸送

・構内移動

（総務、技術員）

・エコ通勤（通勤のみ利用）

（社宅、寮⇔工場）

継続中

京都長田野対象事業所



検証課題に対する評価と課題

・人の目に触れる回数が増えれば増えるだ
け、環境意識の向上に役立つことが確認さ
れた。

・CO2削減に効果が大（ミクロ）
・短距離ゾーンの転換が叶えば、自動車交
通流がより円滑になる。

・1台を複数で登録するシェアリング方式が
よい

・短距離移動用として使える

・時間的制約の少ない移動には効果的

・起伏の多い地域での移動にも便利

・ランニングコストが非常に低い。

・新規開拓ツールとしては、効果が大きい。

評価

MMの醸成

環境対応

車両運用に
対する評価

交通モードと
しての評価

検証課題

全社運動へ

短距離移動のため、
効果は少ない

（マクロ）

1人1台は、利用率
が低下（負担大）

・低速度

・機動性の面では
自転車より劣って
いる

（一通対策）

課題

◆ ＧＳユアサ・モデルは成り立つ：短距離、時間制約なし等、下記参照



取り組みの方向性

ゆっくり電動車への
転換の期待大

自動車利用のトリップ長分布 と の関係

資料）H17年道路交通センサス

環境車用
電池

エコ
交通
企業

5km以上5km以下



ご静聴ありがとうございました。

MM by GSユアサ


